
科学同好会・有志

段ボールと米ぬかを使ったスクミリンゴガイ(ジャンボタニシ)の捕獲
を、田植え後４週間、週３回、水田をお借りして実施したところ、昨年
に比べ、稲苗の食害がある程度軽減できた。しかし、用水の取り入れ口
等では、かなり食害がみられ、捕獲のタイミング、取り入れ口からの貝
の侵入防止等、課題も見えてきた。あわせて、捕獲した貝の有効利用法
についても検討し、肥料にできないか取り組んでみた。その結果、数か
月発酵・乾燥したスクミリンゴガイをペースト状にして(貝肥料と呼ぶ)、
ある割合、畑の土に混ぜ、ハツカダイコンの種子をまいたところ、貝肥
料を混ぜ込まなかった場合に比べて数倍大きく成長することがわかり、
スクミリンゴガイを肥料化することが可能なことを示唆された。

Profile

岡山県立邑久高等学校

岡山県瀬戸内市邑久町尾張４０４

Action

画像（最背面）
※この青色（活動名のぼかし部分も含む）の背景と同じ大きさに

サイズを合わせ貼り付けてください。
また、貼り付けた画像の元データ（JPEG）を、本フォームと

ともに、メールでお送りください。
次頁にサンプルを掲載しております。
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上；畑の土に植えた場合 下；貝肥料を混ぜた場合


